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よ
り

舎
撤
却

の
大
造
営
第
二
期
事
業
に
て
使
用
S

.9 
邊

会百
平
成
ノ
大
造
営

三
月
十
二
日
、
伊
勢
の
神
宮
古
殿
舎
撤
却
材
が
当
大
社
に

運
び
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
年
に
第
六
十
二
回

式
年
遷
宮
に
お
い
て
撤
去
さ
れ
た
古
材
が
、
全
国
の
縁
故
あ

る
神
社
へ
譲
与
さ
れ
る
の
を
当
大
社
も
申
請
し
て
お
り
、
今

回
凡
そ
一
五
0
石
の
御
用
材
を
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

呵

も
の
で
あ
る
。

受
領
に
先
だ
ち
九
日
、

高
向
宮
司
他
担
当
者
ニ

名
が
御
礼
挨
拶
の
た
め

伊
勢
神
宮
に
参
上
し
、

高
城
少
宮
司
に
面
会
。

衷
心
よ
り
謝
辞
を
申
し

上
げ
、
引
続
き
内
宮
に
お

い
て
神
楽
を
奉
納
さ
せ

て
頂
い
た
。

翌
日
、
受
領
場
所
の

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
口
叫
[
[

代
」
斉
唱
に
反
対
す
る
、
一
部
の
教
師
達
の

姿
で
あ
る
●
君
が
代
の
原
歌
は
「
古
今
和
歌

集
』
の
よ
み
人
し
ら
ず
（
作
者
不
明
）
の
賀
歌

「
わ
が
君
は
千
代
に
ま
し
ま
せ
さ
ざ
れ
石

の
い
は
ほ
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で
」
と

詠
ま
れ
た
古
歌
で
、
そ
れ
か
ら
時
代
が
下
り
、

江
戸
初
期
に
な
る
と
現
在
の
歌
詞
の
「
君
が

代
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
巌

と
な
り
て
苔
の
む
す
ま
で
」
と
な
り
、
「
君
」

は
「
主
賓
」
又
、
婚
儀
の
席
で
は
「
新
郎
」
を
さ

す
な
ど
、
祝
い
歌
と
し
て
広
く
人
々
に
歌
い

継
が
れ
て
き
た
和
歌
で
あ
る
。
明
治
に
入

る
と
、
宮
内
省
雅
楽
課
の
伶
人
が
作
曲
を
行

い
、
ド
イ
ツ
人
音
楽
家
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ッ
ケ
ル

ト
に
よ
り
西
洋
風
の
和
声
を
つ
け
て
演
奏

さ
れ
る
。
以
降
、
事
実
上
の
国
歌
と
し
て
定

着
す
る
竺
で
は
、
国
歌
で
言
う
「
君
」
と
は
誰

を
さ
す
の
か
。
や
は
り
「
天
皇
」
で
あ
ろ
う
。

日
本
国
の
象
徴
で
あ
ら
れ
る
天
皇
の
御
代

が
八
千
代
に
続
き
栄
え
る
こ
と
こ
そ
、
我
国

の
永
遠
の
繁
栄
を
意
昧
す
る
●
「
被
災
地
の

冬
の
暮
0
し
は
い
か
な
ら
む
陽
の
暖
か
き

束
京
に
ゐ
て
」
陛
下
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
人
々
に
思
い
を
寄
せ
、
詠
ま
れ
た
御

製
で
あ
る
。
両
陛
下
を
は
じ
め
皇
族
方
は
、

常
に
国
民
に
心
を
寄
せ
続
け
て
お
ら
れ
る
。

一
方
、
私
た
ち
国
民
は
そ
の
御
心
を
ど
れ

だ
け
理
解
し
、
受
け
止
め
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
だ
ろ
う
か
●
「
君
が
代
」
は
、
そ
う
し
た

天
皇
陛
下
の
大
御
心
に
対
し
て
、
感
謝
と
敬

愛
の
情
を
表
す
溢
座
歌
f
で
あ
る
。
（
床
）

神具・装束・授与品

令井 六
肉

装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(o q40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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宗 MUNAKATA 屑し

神
宮
山
田
工
作
場
に
お
い
て
午
]
諏
去
材
が
積
み
込
ま
れ
た
十
t
こ
げ
た
現
在
の
第
二
宮
・
第
三
宮
こ
神
宮
に
許
可
を
頂
い
て
い
る
の

日
前
八
時
よ
り
当
社
職
員
が
立
会
丁
ト
ラ
ッ
ク
三
台
が
宮
司
以
下
職
二
り
社
殿
が
、
第
六
十
回
式
年
遷
宮
二

c
‘

併
せ
て
今
後
順
次
計
画
を

k

ぃ
の
も
と
運
送
業
者
が
慎
重
に
：
員
、
責
任
役
員
等
が
出
迎
え
る
二
昭
和
四
十
八
年
）
の
際
、
特
別
，
進
め
て
い
く
次
第
で
あ
る
。

曜日
積
込
み
を
行
い
、
伊
勢
の
地
を
一
な
か
神
門
前
へ
到
着
。
ド
ラ
イ
一
に
下
賜
さ
れ
た
別
宮
の
古
殿
を
一

竺
午
後
一
時
に
出
発
、
陸
路
に
て
無
ロ
バ
ー
の
方
々
も
神
前
に
参
列
し
]
砂
築
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一

年2
7
一
事
に
宗
像
の
地
に
搬
送
さ
れ
た
。
ニ
ト
賜
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
二
数
多
の
関
係
者
の
ご
尽
力
を
仰
一

成
到
着
当
日
は
、
晴
天
の
な
か
二
奉
告
祭
終
了
後
は
、
予
め
収
納
□
い
だ
も
の
で
あ
る
。
約
四
十
年
一

平

午
前
八
時
五
十
分
神
宮
古
殿
舎
」
準
備
を
整
え
た
保
管
場
所
に
て
二
の
時
を
経
て
傷
み
が
見
受
け
ら
一

積
み
下
ろ
し
が
な
さ
了
れ
、
修
復
時
期
と
な
っ
た
今
、
復
[

れ
、
今
後
の
活
用
に
一
興
当
時
の
方
々
の
思
い
と
と
も
[

備
え
ら
れ
た
。
こ
に
我
々
も
ま
た
、
修
復
に
は
ぜ
ひ
，

今
回
の
神
宮
古
殿
こ
仲
宮
の
古
材
を
使
用
し
た
い
と
[

舎
撤
去
材
下
賜
に
至
二
り
要
望
が
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一

る
経
緯
は
、
昭
和
一
古
材
を
使
用
し
て
の
修
復
事
一

五
十
年
に
復
興
を
遂
こ
業
と
し
て
は
、
沖
津
宮
社
殿
も
一

2
 

r ヽ

工 す借り関に
作場 ゜て係各際し

' <位ご
に協

し紙カ
.... 』
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0
天
正
年
間
奉
納
斎
宮
女
御

--
--

一十

〇
延
宝
八
年
奉
納
小
野
小
町

0
貞
享
三
年
奉
納
大
伴
家
持

-
[
 

F
 

9
 

〇
元
禄
十
三
年
奉
納
柿
本
人
麻
呂
〇
安
永
八
年
奉
納
紀
貫
之

化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
に
基
：
る
最
古
の
扁
額
（
三
五
面
）
。
絵

-
0

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
一

づ
い
た
県
教
育
委
員
会
の
決
定
は
狩
野
永
徳
も
し
く
は
永
徳
の
黒
田
光
之
が
辺
津
宮
拝
殿
へ
奉

に
よ
り
、
当
大
社
所
蔵
の
三
十
：
息
子
・
光
信
と
見
解
が
わ
か
れ
」
納
し
た
扁
額
（
三
三
面
）
。
書
は
一

六
歌
仙
図
扁
額
が
福
岡
県
指
定
：
る
。
書
は
聖
護
院
道
澄
。
狩
野
二
福
岡
藩
の
右
筆
頭
を
務
め
た
大
[

文
化
財
（
有
形
文
化
財
）
に
指
定
こ
派
黎
明
期
の
数
少
な
い
作
例
と
」
野
市
太
夫
、
絵
は
福
岡
藩
御
用
[

も
り
し
げ

さ
れ
た
。
：
さ
れ
、
以
前
か
ら
全
国
屈
指
の
口
絵
師
の
衣
笠
守
昌
。
江
戸
時
代
一

こ
れ
ら
の
扁
額
は
、
三
十
六
二
重
要
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
：
の
地
誌
類
か
ら
、
③
は
長
期
の
二
師
は
不
詳
。
：
き
に
亘
る
信
仰
の
様
を
良
好
に

歌
仙
の
姿
と
代
表
歌
を
描
い
た

[
O
延
宝
八
年
（
一
六
八
0
)
に
二
奉
掲
の
た
め
に
②
の
代
用
と
し

-
0

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
]
物
語
る
当
大
社
の
宝
物
が
高
く

五
組
（
計
一
七
三
面
）
の
板
額
で
‘
]
福
岡
藩
第
三
代
藩
主
黒
田
光
之
二
し
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
二
阿
浦
氏
子
（
当
大
社
近
隣
の
浦
二
評
価
さ
れ
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
．
が
辺
津
宮
内
陣
へ
奉
納
し
た
扁
額

0
元
禄
十
三
年
(
-
七
0
0
)

方
の
人
々
か
）
が
奉
納
し
た
扁
額
．
で
あ
る
。
五
組
の
扁
額
に
込
め

け
て
制
作
、
当
大
社
へ
奉
納
さ
れ
．
（
三
六
面
）
。
絵
は
狩
野
安
信
で
、
に
、
中
津
宮
の
神
職
河
野
通
元
（
三
三
面
）
。
絵
は
福
岡
藩
御
用
；
ら
れ
た
人
々
の
崇
敬
や
祈
り
に

て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
書
は
京
都
の
能
筆
家
、
藤
原
基
の
求
め
に
よ
り
、
光
之
の
重
臣
で
絵
師
の
尾
形
守
厚
。
書
家
は
不
応
え
る
べ
く
、
今
後
も
大
切
に

組
の
概
要
は
次
の
通
り
。
時
。
こ
の
時
期
に
福
岡
藩
が
実
優
れ
た
文
化
人
で
あ
っ
た
立
花
詳
。
御
用
絵
師
の
活
動
の
広
が
後
世
へ
伝
え
て
い
く
よ
う
努
力

0
天
正
年
間
(
-
五
七
三
ー
ニ
施
し
た
辺
津
宮
境
内
造
営
な
ど
二
重
根
が
和
歌
を
記
し
て
同
宮
ヘ
・
り
を
示
す
作
品
。
：
し
て
い
き
た
い
。

一
五
九
一
）
に
宗
像
大
宮
司
氏
貞
二
り
整
備
事
業
の
記
念
に
制
作
、
二
奉
納
し
た
扁
額
（
三
六
面
）
。
絵
一
こ
の
度
、
桃
山
時
代
か
ら
長
~

忌閾岡
県
有
形
文
化
財
に
指

福岡県指定文化財
指定記念特別公開

「歌人たちの競演～宗像大社所蔵
五紐の三十六歌仙図扁額～」

◆会 期平成27年4月 15 日（水）
~5月 31 日（日）

9:00~16:30 （入場は 16:00迄）

宗像大社神宝館3階展示室

0大人 500円

0大学・高校生 300円

0中・小学生 200円

15名以上は 1 名に付100円引

◆時間

◆会場
◆拝観料

※三階展示室の展示替え作業のため、
下記日程は 1 階・ 2階展示室のみの
拝観となります。どうぞ御了承下さい。

◆会期前 4月 13 日（月）、 14 日（火）

◆会期後 6月 1 日（月）～ 3 日（水）
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協事業向妃天灘
同て協宮両皇の三
組高同司殿皇天月

，｀＇合橋組‘下后然十

` ：胃畠］ ：塁塁仕
1 地氏信一宮［若‘

覧犀覧塁 9 墨i円
表漁表像、子所玄
理業理漁高同、界
........................................................................... 
家し海昭 上へ事
• ‘洋和こげ参て
皇宗神三のた内随
室像事十皇。し、行

詞負讐 9 忍摩合奉八室 神悶よ塁胃夏護偏 9 喜魯 ；房
迎年しの室よ口五最布 献嬰
ぇでて長のるが立像献 上が
た五始久御こ、に大点 申宮
。十め万安と国際社、 し中

................................................................................................................................................................ 
祭時 献な職日板伝良よ取通影 会秋
を‘献上が・に状統質り開り響今のの
斎本上のら巫当の的な‘炉三が年―--,
行殿前準規女大乾な若濃月月心の大み
しi一日備定が社燥技布緑関一配若行あ
、てのかの厳に若法が｀係日さ布事れ
杉若＋進量選奉布で採の者にれは；芭
箱布八めをし納が奉取香の地た寒ると
に献日ら袋形さ‘製さり御島が暖。並
納上午悶闊をれ三されの尽沖‘の び
め奉前。め整、月れた強力で予差 、
ら告十 、え神十た。いに採定の 同
................................................................................................................................................................. 

麟且 ・ 時拗り方こ内が乗女が輸力例は社れ

§罹聟：屑園［売賓四罵苫否窯｀密 9 腎雙立匹竺息諏苫と祐滞俗、殿下氏°‘が楠よのれt当搭た若手日当社全運百冒を
g羞宮与蔽畠門冒若本り十たて大乗゜布渡空大の日搬じ空持芦裏雪篇贔長贔贔塁芭忍召゜翌］ ; ［品詞喜彗目こ閾め、農嘉
ぇの殿宮し皇従上上氏食午 の
た献参司上・職申のに百前 縁
。上拝がげ皇石し旨高。十 起

.................................................................................................................................... 
し関日しし で儀会びし殿御
て係本た‘尚き一のに上下用宮
厚各空出格、たを春宗げ‘地中
く位輸光別本°無の像、三にを
御に株興の年 事重大こ笠て辞．．
礼は式産御も に儀社こ宮皇し
申紙会株支若 終--,海に殿太た
上面嬰式援布 ぇ若洋宗下子一
げを 会を献 る布神像ヘ・行
まもぜ社賜上 こ献事大献同は
すちめ‘りに と上奉社上妃赤
。ま、全ま際 がの賛並申両坂
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若
布
献
上
‘

天
然
若
布
を
皇
室
に
献
上
s
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価格 15,000円

平
成
二
十
七
年
元
旦
、
辺
津
こ
員
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
九

宮
本
殿
遷
座
祭
斎
行
を
記
念
す
口
州
大
学
名
誉
教
授
川
添
昭
二
氏

る
奉
祝
事
業
の
一
っ
と
し
て
『
宗
＇
が
執
筆
。
各
史
料
の
翻
刻
•
読

一
像
大
社
文
書
』
第
四
巻
が
刊
行
二
f
し
文
・
註
解
・
解
題
か
ら
な

i
さ
れ
、
一
月
三
十
日
に
は
高
向
宮
：
る
本
編
と
影
印
編
の
合
冊
で
、

司
が
宮
中
に
参
内
し
、
天
皇
皇
二
索
引
を
含
め
て
総
二
七
六
頁
、

象
后
両
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
を
始
：

B
5

判
の
書
冊
で
あ
る
。

め
各
宮
家
へ
献
上
申
し
上
げ
た
。
一
第
四
巻
に
よ
っ
て
当
社
所
蔵

A
 

T
 

K
A

こ
の
度
の
第
四
巻
は
、
復
興
二
の
中
世
史
料
を
全
て
刊
行
す
る

A
 

U
N
期
成
会
（
昭
和
五
十
五
年
ー
平
一
こ
と
に
な
り
、
『
宗
像
大
社
文

M
 

成
二
十
一
年
に
か
け
第
一
巻
ー
＝
書
』
編
纂
・
刊
行
の
挿
尾
を
飾
る

宗

第
三
巻
を
刊
行
）
の
事
業
を
引
こ
」
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

国
き
継
い
で
当
社
の
事
業
と
し
て
[

苛
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
第
三
巻
一

可彎
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
「
阿
弥
陀
一

便暉
経
石
」
と
「
宗
像
第
一
宮
置
札
」
一

日
を
収
録
し
た
。
（
ど
ち
ら
も
国
指
一

第明
定
重
要
文
化
財
）
編
纂
当
初
か
[

年0
3
6ら
宗
像
大
社
文
書
編
纂
刊
行
委
一

刀
口号゚5
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（お問い合わせ＝宗像大社）

宗
像
大
社
文
書
第
四
巻
を
刊
行

S

天
皇
皇
后
両
陛
下
へ
献
上
s

晶儡＋本
い、六年
た懸世は
英命紀

傑髯塁ご氏
烹嘉ヽt貞
十像国ょ

—一二塁一遷1 岱言胃る公
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ 法

召贋摩こ畠合合ご塁］喜胄眉妾墓

I;`] 冑［以］ 9 含前
贔；芯：全嬰 □ 皇：贔旦冒 □祭
い仕大は 参‘族守ま村菩畠を
店と慧昭 門臭呵畠札畠悶要偲
興い承和 公社元けこ以でかぶ
.................................... __,・，浸濱置•編菖記

た徳思の
に宣い祖，
し揚を・i
たに馳氏戸・：
゜心せ貞＾
を、公， A•99

尽我御
<々-
すも代
誓更の
いな生
をる涯
新神に

氏
子
評
議
委
員
会
季
大
祭
斎
行
・
氏
子
＿

奉
幣
氏
選
定
の
件
が

三
月
二
十
日
、
今
年
度
最
後
一
説
明
さ
れ
、
福
津
市
・
津
屋
崎

と
な
る
氏
子
会
評
議
員
会
が
置

□
地
区
よ
り
選
定
頂
く
こ
と
が
承

鮎
会
長
以
下
六
十
四
名
出
席
の
一
認
さ
れ
、
審
譜
は
終
了
し
た
。

下
、
清
明
殿
に
て
開
催
さ
れ
た
。
一
本
年
度
、
当
大
社
の
諸
行
事
・

本
殿
正
式
参
拝
後
、
清
明
殿
云
宗
典
等
に
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
―

へ
移
動
し
開
会
、
議
事
は
置
鮎
一
役
員
・
評
議
員
・
総
代
の
皆
様

会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
て
審
二
月
に
は
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し

議
は
始
ま
り
、
事
務
局
よ
り
春
丁
上
げ
ま
す
。
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中二 福福福福宇三北四
央Q 岡岡岡岡佐Q九°
区 0 市市市市市 0 、)、卜1 Q 
8 8 市 8

小円中（株）中中小山円高g
山 野戻野野島香 橋

2 

ー隆き芳裕 敬
夫 二悶子慎子正 子

文福茅杉静北茨い五奈一
京岡ケ並岡九木の d 良Q
区市崎区市、州市町 0 市 0
市市 O O 

円 0

井堀菊西松米占松 佐円
草江池崎岡満部岡 々
翠林木
依博 太俊陽教
子子優良郎英博子 子

古久北嘉大朝そ久和弓山
賀留九麻阪倉 o 留泉 o ロ
市米朴I 市市市 0 米市 0 市
市市 O 市 0 

円円

矢大河坂村矢 渡里 石
野庭野口瀬野 辺村 原

起

農喜 9 塁夏嬰 篤冒 嬰
福 水船福中筑下
津 ・； 戸橋津間紫関
市 市市市市野市

市

. 
鼻

吉
田

晃

山
村
舞
子

寺
山
美
紀

佐
藤
俊
司

安
永
俊
昭

廣
幡
賢
一

糊
野
迫
畢
美
・
亜
紀

一
会
発
展
の
た
め
尽
き
る
こ
と
の
な

□
い
話
題
に
花
が
咲
き
、
第
四
十
五

宗
像
大
社
菊
花
会

新
年
総
会
．
菊
作
り
講
習
会
｀
大
会
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
て
い

二
月
十
九
日
、
宗
像
大
社
菊
：
り
上
げ
る
事
が
承
認
さ
れ
た
。
：
く
事
を
誓
い
合
い
、
閉
会
し
た
。

花
会
新
年
総
会
並
び
に
菊
作
り
一
総
会
終
了
後
の
菊
作
り
講
習
一

講
習
会
が
神
湊
の
魚
屋
本
店
に
：
会
で
は
、
全
日
本
菊
花
連
盟
顧
問
一

て
、
吉
田
会
長
以
下
会
員
約
七
十
：
今
川
誠
一
先
生
を
お
招
き
し
、
二
[

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た

0

!
時
間
に
亘
り
ご
講
演
頂
い
た
。
菊
一

総
会
で
は
、
本
年
で
四
十
五
回
こ
作
り
を
始
め
て
五
十
年
以
上
経
つ
[

目
を
迎
え
る
西
日
本
菊
花
大
会
丁
今
川
先
生
の
知
識
を
少
し
で
も
一

の
日
程
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
i
学
ぼ
う
と
、
ビ
デ
オ
や
メ
モ
を
と
i

二
十
七
年
度
の
日
程
が
決
定
さ
れ
：
る
な
ど
、
一
同
熱
心
に
聞
き
入
っ
[

た
。
ま
た
、
平
成
の
大
造
営
を
奉
二
J
い
た
。

祝
す
る
花
壇
作
成
の
件
も
協
議
一
講
習
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
一

さ
れ
、
各
会
員
一
丸
と
な
っ
て
作
」
開
か
れ
、
互
い
の
菊
作
り
や
菊
花
[

宗
像
大
社
奨
学
金

f
第
5
6期
生
選
定
校
長
会

平
成
二
十
七
年
度
の
「
宗
像
」
学
校
長
十
名
に
参
集
い
た
だ
き
、

大
社
奨
学
金
」
の
受
給
生
を
選
：
当
大
社
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い

考
す
る
、
宗
像
地
区
中
学
校
の
二
J
、
受
給
生
の
選
考
方
法
、
注
意

校
長
会
が
三
月
二
日
、
当
大
社
二
事
項
、
支
給
を
終
え
た
五
十
三

斎
館
で
開
催
さ
れ
た

0

I期
生
、
今
年
度
も
支
給
す
る

こ
の
宗
像
大
社
奨
学
金
制
度
二
耳
十
四
・
五
期
生
に
つ
い
て
担
当

は
昭
和
三
十
四
年
の
今
上
陛
下
」
神
職
よ
り
報
告
を
行
い
、
選
考

御
成
婚
を
奉
祝
し
、
そ
の
記
念
二
の
熟
慮
を
依
頼
し
た
。

事
業
と
し
て
創
設
。
翌
年
の
昭
一
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

和
三
十
五
年
よ
り
始
ま
り
、
今
こ
J
の
奨
学
金
制
度
の
受
給
生
は
、

年
度
で
五
十
六
期
生
と
な
る
。
」
既
に
八
百
人
を
超
え
て
い
る
。

当
日
は
宗
像
・
福
津
市
の
中
：
社
会
に
出
て
各
方
面
で
活
躍
さ

‘
れ
て
い
る
方
、
或
い
は
大
学
に
進

学
し
勉
学
に
励
ん
で
い
る
方
等

様
々
で
あ
る
。
こ
の
三
月
で
受

給
を
終
え
た
学
生
諸
氏
に
は
、

も
う
一
度
こ
の
奨
学
金
制
度
が

参
拝
者
の
お
賽
銭
（
浄
財
）
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分

理
解
し
、
「
郷
土
で
あ
る
神
郡

宗
像
を
愛
し
、
将
来
の
日
本
を

背
負
う
有
為
な
人
材
」
に
な
る

た
め
、
各
界
で
活
躍
す
る
こ
と

を
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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年

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

一
わ
れ
を
待
つ
人
な
き
故
里
せA
ら
ぎ
の
変
ら
ぬ
音
を
聞
き
つ
つ
下
る

一
ー
せ
せ
ら
ぎ
の
音
は
変
わ
ら
な
い
故
郷
。
〈
待
つ
人
の
な
き
故
里
で
変

-
l
1
1

わ
ら
ざ
る
せ
せ
ら
ぎ
の
音
き
き
つ
つ
歩
く
〉
と
語
順
を
変
え
て
み
た
。

i
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

~
百
点
を
取
れ
ば
百
円
の
婆
賞
に
孫
は
よ
ろ
こ
び
楽
し
む
テ
ス
ト

宗
像
市
日
の
里
佐
藤
純
一

海
辺
に
は
星
あ
ま
た
あ
り
其
の
中
に
吾
れ
に
向
っ
て
光
る
星
あ
り
一
ー

~
孫
の
勉
強
を
見
る
作
者
の
工
夫
が
面
白
い
。
婆
賞
に
は
括
弧
を
。

ば
良
い
歌
だ
が
、
や
や
説
明
的
な
の
で
〈
吾
に
向
き
つ
よ
く
輝
く
~

一
＿
星
の
見
ゆ
海
辺
に
あ
ま
た
星
ひ
か
る
な
か
〉
と
し
た
。
．
下
結
句
は
〈
テ
ス
ト
楽
し
む
〉
に
。

~
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

i
晩
酌
と
夕
食
す
ま
せ
寝
入
り
た
り
か
み
さ
ん
ご
め
ん
、
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
だ

こ
の
今
の
わ
れ
を
抜
け
む
と
開
連
の
恵
方
巻
き
食
ぶ
胸
ど
に
溜
め
て
~
ー

―
｀
↓
現
状
に
甘
ん
じ
て
は
い
け
な
い
と
、
努
力
す
る
作
者
だ
ろ
う
。

[
9結
句
は
こ
の
場
合
「
生
理
現
象
」
程
度
の
意
だ
ろ
う
。
難
解
語
で

＿
結
句
を
〈
願
い
を
胸
に
〉
。
ニ
ー
煙
に
巻
こ
う
と
す
る
作
者
が
面
白
い
。

]
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

：
カ
チ
ガ
ラ
ス
は
春
告
げ
鳥
か
向
家
の
柿
の
木
に
二
羽
来
て
高
鳴
く

結
び
切
る
み
く
し
の
苔
東
風
に
と
ぶ
緋
寒
桜
は
咲
く
枝
を
撰
る
一
ー

~
春
を
恋
う
作
者
。
春
告
げ
鳥
は
鶯
の
異
名
な
の
で
二
句
は
〈
春
を

J
テ
ー
マ
が
多
く
収
ま
り
切
れ
な
い
の
で
、
上
の
句
を
整
理
し
〈
御
i
_
屈

-
―
神
甑
を
苔
の
ご
と
く
枝
に
結
ふ
〉
と
し
た

0

I
告
げ
る
や
〉
結
句
〈
ー
鳴
け
り
〉
に
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
]
◆
選
者
詠
し
づ
~
う
か
う
か
と
過
ご
せ
ば
日
暮
れ
花
時
は
と
か
く
た
ま
し
ひ
さ
迷
い
や
す
く

四
百
年
経
し
ゅ
ゑ
建
替
え
し
ぬ
と
あ
り
菊
姫
祀
る
村
社
寂
け
し
~

ー
‘
]
ア
ブ
ラ
ナ
科
葉
物
の
野
菜
は
る
を
咲
き
さ
庭
ほ
と
ほ
と
黄
の
は
な
の
渦

,
1古
い
村
社
に
過
ぎ
た
歳
月
を
思
う
作
者
。
三
句
〈
せ
し
と
あ
り
〉
~

ー
結
句
は
〈
寂
け
き
村
社
〉
と
体
言
止
め
に
。
~

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
i

散
歩
す
る
夫
の
後
追
ひ
森
の
中
目
覚
め
は
じ
め
の
鳥
の
声
聞
く
i

9

ご
早
朝
の
爽
や
か
で
心
地
よ
い
歌
。
仲
の
良
い
ご
夫
婦
が
見
え
る
[

L
ょ
う
。
三
句
は
〈
森
に
来
て
〉
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一

さ
げ
も
ん
を
見
る
た
び
思
ふ
堀
割
り
の
矩
撻
入
り
た
る
ど
ん
こ
舟
か
な
[

1
1柳川
で
矩
撻
舟
を
体
験
し
た
作
者
か
。
三
句
以
下
〈
柳
川
で
乗
り
[

し
矩
撻
を
置
く
ど
ん
こ
舟
〉
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
[

こ
と
ご
と
く
藪
椿
の
花
散
り
た
れ
ば
紅
よ
り
緑
に
戻
る
遠
つ
樹
一

花
の
後
の
樹
の
表
現
が
良
い
。
三
句
は
説
明
的
な
の
で
〈
散
り
お
[

ち
て
〉
結
句
は
〈
ー
ひ
と
つ
樹
〉
に
。

宗像大社横
海の道むなかた館で

開催中
一

宋像で91:£ itf1 ち、世界を鱒台に活隕L たtli光佐．その功績をたどる．
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宗
像
市
多
膿
早
川

悴
ん
だ
息
ハ
ッ
と
す
る
巫
女
溜

宗
像
市
武
丸
白
土

雪
降
り
て
小
川
の
魚
も
の
か
げ
や

凌 祥

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

な
か
、
桜
前
線
と
と

ー
：
切
り
に
追
わ
れ
る

も
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
！
地
元
、
宗
像

の
東
海
大
学
第
五
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部

が
創
部
三
年
目
に
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
国
高
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
大

会
（
期
間
1
1

三
月
三
十
ー
四
月
七
日
）
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
▼
実
は
こ
の
東
海
第
五
校

の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月

の
創
部
時
か
ら
参
拝
頂
き
、
そ
の
後
も
正
月

は
毎
年
必
ず
、
部
員
、
関
係
者
皆
様
で
安
全

と
必
勝
を
願
い
、
度
々
、
お
参
り
頂
い
て
お

り
ま
し
た
。
創
部
三
年
目
に
し
て
全
国
大

会
出
場
と
い
う
快
挙
。
宗
像
大
神
の
御
神
徳

を
戴
か
れ
、
活
躍
を
期
待
し
た
い
▼
実
は
私
、

国
学
院
栃
木
ラ
グ
ビ
ー
部
の
O
B
で
ご
ざ
い

ま
す
。
両
校
が
勝
ち
あ
が
れ
ば
対
戦
も
…

ど
ち
ら
を
応
援
す
れ
ば
い
い
も
の
か
…
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葺
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

一田滋油-
1 • 2日春季大祭
(1 日目）
午前 11 時～一日祭
(2 日目）
午前 11 時～二日祭
午前11 時40分～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社春季大祭
交通安全講社祭（本殿）

............................................. 
つ● なみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮•第三宮祭

午前11 時～総社祭
.................................. 

29日昭和祭
午前11 時～




